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             2025 年 8 月 第 89 号 
                    （一社）MEL 協議会 事務局 
 
 猛暑が続く中、1－6 月の経済指標が次々発表されています。 
「食」に関する数字では、農林水産品の輸出額が関税対策の駆け込みがあるかと
思われますが 8097 億円前年比＋15.5％、インバウンド需要を支える訪日外国旅
行者数は 2152 万人前年比＋7.6％と好調です。水産物ではホタテ貝 350 億円＋
45.4％、ブリ 257 億円＋24.6％、真珠 222 億円＋2.4％、イワシ 108 億円＋36％ 
の上位品目が牽引しました。豊漁とは言えない中での輸出の伸びであり、国策に
沿っているものの消費者にとっては悩ましい限です。 
 
1． 国際標準化関連 
  4 月にアメリカで旗揚げをした CSI(Certified Seafood International)が日本
におけるセミナーを 10 月 20 日に開催を決定し準備に入っています。会場の
制約もありクローズドとなる模様ですが、既に参加者募集が行われています。
偶々、同じタイミングで、ASMI の恒例のアラスカシーフード・レセプション、
IFFO(魚粉・魚油生産者の国際組織) の総会、GFF(Groundfish Forum)の総会
が東京で開催され世界中の業界人が東京に集まります。これだけの水産に関
する国際会議が東京で集中開催されるのは初めてで、多くの発信が期待され
ます。MEL 協議会も個別会議の要請があり、対応を予定しています。 

  遅れております GSSI の承認継続審査は、双方の主張の開きが大分詰まって
来ましたが、もう一歩議論の詰めが必要です。お互いに冷静に進めて参ります。 

 
2． 認証発効関連 
  今月の認証発効は CoC1 件でした。 
 
3． 認証取得者からのご報告 
  今月はグループを形成し、日本かつお・まぐろ漁業協同組合員として MEL
漁業認証の下操業する日光丸船団様と加工・流通を担う CoC 認証を取得され
ている太信水産様の拘りを代表取締役守屋 和久様にお話しいただきました。 

   
「日光丸一本釣りカツオ」の拘り 

太信水産株式会社 
代表取締役社長 守屋 和久 



2 

当社は MEL の理念に共感し、発足当初から認証取得に取り組んでまいりま
した。現在、MEL の流通・加工（CoC）認証を取得している「カツオタタキ」、       
「刺身用カツオ」は、日本生活協同組合連合会様（コープ）の宅配商品として
の取り扱いも少しずつ増えており、多くのご家庭にご利用いただいております。 

 環境への配慮や資源保全
の大切さが認識される一方
で、「環境に良いから買う」だ
けでは消費が長く続かない
と私たちは考えています。ま
ず「おいしそうだから食べた
い」「食べたらおいしかった」
と感じていただくことが出
発点であり、そこから「この
おいしさの背景には何があ
るのか」と関心を持っていた
だける商品づくりを進めて
います。その様な積み重ねが、
結果的に環境にやさしい選

択につながっていくと信じています。 
当社の商品はすべて、御前崎の歴史あるカツオ一本釣り漁船団「日光丸」が

釣ったカツオを使用しています。資源に配慮した漁法と当社の加工技術の融合
により、鮮度と品質に優れた製品をお届けしています。MEL 認証によりその
背景が可視化され、より安心して手に取っていただけるようになりました。 
カツオの新しい食べ方として新開発した「シーステーキ」も MEL 認証の登

録が 2025 年 5 月に完了しており、今後の展開に向けた準備を進めています。
流通は限定的ながら、水産庁長官賞の受賞や試食会での高評価、お子様からの

人気、トップアスリートの食事
採用など、多方面からご注目を
いただいております。 
 これからも当社は、おいしさ
と品質にこだわりながら、持続
可能な漁業とともに歩むもの
づくりを進め、環境への配慮が
自然なかたちで消費につなが
る社会の実現に貢献してまい
ります。 
 
 

太信水産(株) 守屋 和久社長 

「シーステーキ」調理例 
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  守屋社長有り難うございました。先週開催されましたジャパンインターナ
ショナルシーフードショウに展示いただいた「シーステーキ」は MEL ブース
来訪者の興味をかき立てておりました。問い合わせがあると思われますので，
対応をよろしくお願いします。 

 
4． 関係者のコラム  
  今月から 3 回シリーズで沿岸漁業、養殖にフォーカスした活性化のヒント 
 を、「日本の漁業と海を守る」ことを使命として活動しておられる(株)水土舎
の創業者であり、現在も相談役として乾政秀様に執筆をお願いしました。乾様
は、本年 3 月に青娥書房から「島の暮らしを支える漁業と生業」という克明な
現地調査に基づく離島経済に関する大著を上梓しておられます。初めて見聞
きすることが一杯詰まっている名著です。一読をお勧めします。 

 
「ホタテガイに学ぶ二枚貝類の増養殖」 

㈱水土舎 相談役 
乾 政秀 

私たち日本人は、太古の昔から日本沿岸に生
息する貝類を食べてきた。貝類は容易に採捕で
き、しかも美味く栄養価も高かったからだろう。
その証拠は日本各地に残る貝塚に見ることが
できる。 
一般的に食用にしている貝類は二枚貝類（二

枚貝綱）と巻貝類（腹足綱の大部分）に分かれ
る。二枚貝類は海水中のプランクトン類やデト
ライタスをろ過摂餌する。一方、巻貝類は海藻
類を食べるアワビやサザエなどの藻食性種と
バイやツブなどの腐肉食性種に大別できる。 
このうち私たちがふだん食べてきた貝類は

二枚貝類が量、種類ともに圧倒的に多い。アサリ、ハマグリ、カキ、ホタテガ
イはスーパーでよく目にする二枚貝であるが、鮨種としては、アカガイ、バカ
ガイ、ミルガイ、タイラギ、ウバガイ（ホッキガイ）、トリガイなど枚挙にい
とまがない。 
表１はわが国の貝類生産量の長期的推移を示したものである。漁業の対象と

なっている貝類のうち 2000 年までは８種の統計が示されていたが、その後生
産量が少なくなったため、ハマグリ類、ホッキガイ、サルボウは１つにまとめ
られて「その他の貝類」に括られた。 
漁業による貝類の生産量は、1960 年の約 30 万トンから 1990 年に約 42 万

トンに増えその減少に転じたが、2023 年時点で約 36 万トンであり、総量とし
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てはそれほど大きな変化が見られない。 
ただ、貝類の種類別に見ると大きな変化が起こっている。図 1 はホタテ貝と

「ホタテガイ以外の貝類」にわけて生産量の変化を示したものである。 
 表１  わが国の貝類の生産量の推移 単位：トン 

「漁業・養殖業生産統計年報」（農水省）より作成 
 

ホタテガイを除く貝類の生産量は 1970 年の約 30 万トンから年々減少の一
途を辿り、2023 年には約３万トンと１/10 に減っている。一方のホタテガイ
は 1990 年以降大きく増加し、2023 年には約 33 万トンに増えた。つまり現時
点で貝類の総漁獲量の約９割がホタテガイで、残りの約１割がホタテガイを除
く貝類という歪な供給構造になっている。一方、養殖生産されている貝類は、
歴史の古いカキとやはり 1980年代から盛んに養殖されるようになったホタテ
ガイである。その他の貝類はヒオウギガイやサルボウ、最近養殖が始まったト
リガイなどであるが、量的には少ない。直近の 2023 年時点の国産貝類の総供
給量（漁業と養殖業）66.5 万トンのうちホタテガイが 48.2 万トンであり全供
給量の 72.5%を占め、貝類の供給は多様性を失っている。 
ホタテガイは代表的な水産物輸出品であり、往時の日本水産界を想起させるが、
スーパーで売られているアワビは韓国産の養殖もの、アサリはそのほとんどが
中国産で、かつて「水産大国」といわれた日本の没落は甚だしい。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アワビ サザエ アサリ類 ホタテガイ ハマグリ類 ホッキガイ サルボウ その他貝類 小計 ホタテガイ カキ その他貝類 小計
1960 4,390 5,052 102,491 13,870 15,847 5,192 32,895 116,378 296,115 - 182,778 - 182,778 478,893

70 6,466 8,630 141,997 16,477 4,955 4,065 28,276 109,954 320,820 5,675 190,799 - 196,474 517,294
80 4,878 10,243 127,386 83,134 1,910 5,083 1,677 103,574 337,885 40,399 261,323 372 302,094 639,979
90 3,353 9,196 71,199 229,667 2,251 8,010 16,923 77,042 417,641 192,042 248,793 1,486 442,321 859,962

2000 2,146 9,839 33,558 304,286 1,543 8,883 7,308 35,259 402,822 210,703 221,252 1,674 433,629 836,451
10 1,461 7,082 27,185 327,087 407,156 219,649 200,298 784 420,731 827,887
20 669 4,609 4,305 339,435 381,778 149,061 159,018 370 308,449 690,227

2023 678 3,775 5,514 330,592 364,112 151,311 149,064 428 300,803 664,91523,553
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図１ ホタテガイと「ホタテガイ以外の貝類」の漁業生産量の推移 
表１より作成 

 
ホタテガイに代表される二枚貝類は主として植物プランクトンを摂餌して

動物タンパクを作り出す。陸域でいえば、草を食べて動物タンパクを作り出す
牛や羊のような存在だ。魚を餌に魚をつくる魚類養殖（給餌養殖）は餌料代が
経費の多くを占めるが、無給餌型の二枚貝は海域の基礎生産力をうまく利用す
れば低コストで生産できる優れものだ。 
ホタテガイがこのように生産が増大したのは、自然発生した浮遊幼生をトラ

ップして、育て、人為的に区画化された漁場に放養し、輪採制などで計画的に
漁獲、そして外敵の駆除など人為的管理のもとで育てるか、自然の摂理と反す
るが（ホタテガイはもともと海底に生息する）海水中に吊るす方法で、人の管
理下で育てているからである。つまり完全な自然まかせではなく、人が自然に
適切に関与した成果なのだ。ホタテガイは統計上、漁業と養殖に分かれている
が、前者は地蒔きしたホタテガイを底曳網で獲るのに対し、養殖は篭や耳吊り
によって水中に吊るして育てる違いであって、人が関与する点では共通する。 
大部分の二枚貝類は砂泥底（生物の種類によって最適な粒度組成は異なる）

に生息している。したがってホタテガイを除く二枚貝類の生産が激減した原因
は、埋め立て、浚渫、海砂の採取、河川工作物設置による砂の流入阻害、水質
汚染による貧酸素水塊の発生、外敵生物の増加などであるから、二枚貝類の生
産復活の基本はこれらの要因を取り除く沿岸環境の改善が基本であることは
言うまでもない。しかし長期にわたって壊してきた沿岸環境を修復するには時
間とお金がかかる。長期的な政策のもとで修復を図ると同時に、現実的にはホ
タテガイの成功事例をそれぞれの貝類で実践していくことだろう。 
二枚貝類の資源特性は受精した幼生が一定期間、浮遊生活を送り、潮流や海

流によって分散し、場合によっては「無効資源化」してしまうことである。し
たがって人の関与の第１は発生した浮遊幼生を的確にトラップすることだ。ホ
タテガイ以外でも種ガキの代表的な産地である宮城県では、試験研究機関の情
報をもとに浮遊幼生をトラップすることが長年にわたって行われてきた。加え
て浮遊幼生の発生を量的に確保するためには養殖による高密度の母貝集団を
造成することが重要である。コストのことを考えれば自然産卵が有利であるが、
場合によっては施設による人工種苗も可能だろう（イワガキ養殖では、海士町
などは町営の種苗生産施設を作っている）。 
第２は管理できる排他的に独占できる海面を区画漁業権あるいは特定区画漁
業権を設定することによって確保すること、あるいは旧塩田跡地のような海水
導入が可能な私有地を活用することだ（昭和 34 年時点の塩田の面積は
4200ha）。藤永元作によってクルマエビの養殖技術が開発された時期と塩田が
廃止される時期が重なった昭和 30～40年代には廃止塩田をクルマエビ養殖場
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として活用した事例が多かった。しかしクルマエビ養殖には水温の高い鹿児島
県や沖縄県が有利であったことから産地が移動し、放置されたままになってい
る旧クルマエビ養殖池も多い。あるいは築堤式のクルマエビ養殖場の中にはウ
イルス性の疾病の感染によって放棄された施設も多い。これらの有休池の活用
の想定できよう。 
第３は餌の確保である。二枚貝類の餌は植物プランクトンであり、餌の量が多
いほど成長が早い。餌が多い状態、つまり基礎生産力を高めるためには栄養塩
類（珪藻プランクトンの肥料の３要素はＮ、Ｐ、Si）が不可欠である。近年、
「きれいな海」（透明度の高い海）、換言すればプランクトンの少ない海をめざ
した環境行政が行われ、下水処理場で高度処理（Ｎ、Ｐの回収）が進められた。
この結果、沿岸域の栄養塩レベルが低下し、基礎生産力が低下するとともにノ
リ養殖が困難な状況も生まれている。そして回収された栄養塩類は行き場を失
い、いわば有益な資源が放置されているのだ。二枚貝類生産の復活には沿岸域
の栄養レベルを高め、「豊かな海」の再生が求められている。 
ホタテガイの産地は主として北海道である。ホタテガイは種苗を採捕、中間

育成する地域と地蒔きや垂下養殖で育てる地域などの分業化が進んでおり、広
域的な連携が機能している。その仕組みを支えているのが道漁連である。二枚
貝類生産の再生のためにはこうした地域連携や漁場の管理、販売促進などの機
能を担う組織が不可欠である。 
ホタテガイは小型底曳網で漁獲されているが、2012 年以降の統計では実態

は沿岸漁業であるにもかかわらず不思議なことに小型底曳網は沖合漁業に含
めている。2023 年の沖合漁業の生産量は 180.1 万トンだったので、同年のホ
タテガイ生産量の 33.1 万トンは 18.4％に相当する。一方、同年の海面養殖生
産量は 85.2 万トンで、このうちホタテガイが 15.1 万トンなので 17.7%に相当
する。1960 年のホタテガイの生産量が 1.4 万トンであったことを思い起こせ
ば、人の力でこのように生産を飛躍的に向上させることが可能なことを立証し
ている。 
多くの国民が知らない間にホタテガイを除く二枚貝類の生産が激減し、日本

の食文化が失われ、漁村が疲弊している。今こそホタテガイの増養殖に学び、
二枚貝類の復活を実現しなければならないし、ホタテガイの成功は実現可能な
ことを示しているのではないだろうか。 
ただ自然環境に依拠する漁業・養殖業は近年の気候変動を受けて、青森県で

はホタテガイ稚貝の大量斃死が、北海道でも同様の事態が発生しており、人の
手で完全に克服することは難しい。 
ところでMEL認証を受けた二枚貝類の漁業はシジミとウバガイのそれぞれ

1 件だけと少ない。養殖業でもカキ５件、ホタテガイ１件にとどまっている。
定着性の高い二枚貝類は現在ホタテガイで進行している事態もあるが、基本的
には資源造成や管理が比較的容易であり、ホタテガイの増養殖はそのことを実
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証してきた。多くの地域でＭＥＬ認証により多様な二枚貝類の増産に取り組ん
で欲しいものである。 

  
  乾様有り難うございました。乾様のライフワークの一端を開示いただき、 
様々な示唆をいただきました。前に乾様に見せていただきました製鉄所建設お
よび給水確保の犠牲となった、かつてアサリの宝庫であった広島県芦田川河口
の惨憺たる写真を思い出しました。 
続く第 2 弾、第 3 弾を期待しております。 

 
5． ジャパン・インターナショナル・シーフードショウが開催されました 
  第 27 回ジャパン・インターナショナル・シーフードショウが 8 月 20－22
日東京ビッグサイトで「コミュニケーションとイノベーションで創造する『ぎ
ょしょく』の未来」をテーマに開催されました。主催者であります大日本水産
会の枝元 真徹会長の思い入れもあり、一段充実したショーとなりました。 

  猛暑日が続く中、3 日間の来場者は 28000 人となりました。 
  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
MEL 協議会は、サステナブル・シーフードコーナーの核テナントとして出

展し、多くの来場者との交流で盛り上がりました。また、新しい試みとして出
展者各ブースから出る水産残渣を三機飼料工業様が分別回収し飼料化、廃食油
（使用済みの調理油）は、SAF 化する取り組みが実践されました。 

 
6． MEL 認証証書授与式が開催されされました 
  ジャパン・インターナショナル・シーフードショウ開催に合わせ、MEL 認
証証書授与式が行われました。今回の認証証書授与式に来賓として初めて水
産庁から認証推進班長吉川 千景様にご出席いただき挨拶を賜りました。主催
者の日本水産資源保護協会高橋 正征会長から「なぜ MEL が必要か、その本

MEL 認証水産物・パンフレット・連絡先の展示と認証取得相談コーナー 



8 

質が問われる場である」とのご挨拶があり緊張した雰囲気スタートしました。 
出席頂きました 12 事業者に対し認証証書が授与されました。皆様のコメン

トから「MEL 認証が実務につながっている」ことを実感すると共に、ご一緒
に更なる充実した活動を目指すことの意義を改めて認識しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7． 境港市で皆様に「MEL シティ境港」への取り組みを提案しました 
  8 月 7 日に、境港の皆様とかねてより準備を進めておりました、MEL 認証
を活用した地域おこしについてセミナーを開催しました。編集子は境港商工
会議所から「境港 FISH 大使」を拝命しており、「さかなと鬼太郎のまち」を
標榜する境港市の水産物をより輝かせるために全市を上げてサステナブルシ
ーフード活用を推進する「MEL シティ境港」のコンセプトを提案しました。 

  折から、境港出身の水木しげる様(故人)が漫画界のアカデミー賞と言われる
アイズナー賞を受賞され、漫画の殿堂入りを果されたタイミングであり盛り
上がりが期待されます。日本で初めての地域ぐるみの MEL 認証取得と活用で
あり、易しくはないが挑戦して見ようのきっかけ作りを意識しました。 

  地元のメディアにも大きく取り上げていただき、境港水産振興協会、境港商
工会議所が中心になって取り組むこととなりました 

  
  
 
 
ご関係の皆さまと一緒に前に進めることを願っています。 

 
 
 
 

＜今日、ご一緒に考えたいのは＞

×
日本発の、世界が認める
水産エコラベルのMEL

＝？

MEL 認証証書授与式にご参列いただきました 
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 
猛暑と干ばつ、線状降水帯豪雨が日本の夏の新定番なったかの印象受けてい

ます。海水温が 1℃上昇すると蒸発する水蒸気は 7％増えるという俗説がありま
すが(不学にして科学的根拠や出典は持ち合わせていませんが・・・)、仮にその
増えた水蒸気が豪雨として降る自然のサイクルは何となく納得しやすい気がし
ます。高い頻度で発生する線状降水帯による豪雨は予報精度が上がっていると
は言え、被害が避けられるわけではないので被災地の皆様にとりいい加減勘弁
して欲しいというのが本音でしょう。お見舞いをい申し上げます。 
 世界平均から見て海水温上昇が高い日本周辺にその影響が顕著に出ていると
も受け止められます。原因について諸説あっても、人為的に何ともし難い海水温
上昇にどの様に向合うかの産･官・学の知恵と行動が求められます。 
 8 月 23 日から二十四節気の「処暑」ですが、長期予報によれば 9 月まで高温
が続くとのこと。皆様のご自愛をお祈り申し上げます。 

以上 

セミナー終了後挨拶する江尻敏美代表理事（境港水産振興協会） 


